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すこしむかし。

1990 年代のヨーロッパに小さな町がありました。

そこへ引っこしした子とつきそいのおじいさんがいました。

その子は、はじめ「ここはいい町だね」とおじいさんに言

いました。おじいさんも「そうじゃな」と言いかえしました。

小さな町に来てしばらくすると、おじいさんに電話がかかっ

てきました。

「日本に今すぐ帰って来てくれ！」と言われました。

なので日本に帰ろうとしたら、お金がぜんぜんありません

でした。

なのでかばんをもって夜の町を歩きはじめました。

すると、バケツにはいった女の人が「バケツをさし上げま

しょう」と言ったので、おじいさんは「ありがとう」と言

いました。女の人が「これを持って乗ってごらんなさい」

と言ったので孫と一緒に乗ってみました。

するとどうでしょう。とうの上まで飛んでいったのです。

そして、女の人を空から見ると下から聞こえました。

「二人でそのバケツに乗って日本へ帰りなさい」二人はとて

も嬉しく思いました。

そして男の子は言いました。

「ここはゴーストタウンじゃない？」

おじいさんは、とりあえず、女の人に「ありがとう」と言っ

てバケツを動かし、日本に帰りました。

そのバケツにはなぜかつえがありました・・・。

そのあと、おじいさんたちは、つえを地面に「トントン」

とあててみると、地面から本物のお金がたくさん出てきま

した。

おしまい。
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